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目的

FAOが報告した『世界の食料安全保障と栄養

の現状』によると、過去 5年間で新たに数千万

人が慢性的な栄養不足の状態となっており、

世界の飢餓人口は、最大 8億1100万人と推計し

た。なかでも、アフリカの飢餓人口が急速に

拡大している (FAO, 2021)。2015年に策定され

た持続可能な開発目標 (Sustainable Development 

Goals: SDGs) においても飢餓をなくし栄養状態

を改善することは、引き続き目標の 1項目とし

て定められている。この国際目標を達成するに

は各地域の特性を把握することが必須である。

本研究では、タンザニアにおいて食文化の異な

る 4地域を対象に、食品摂取頻度の地域比較及

び季節比較結果を考察することを目的とした。

対象

タンザニアにおいて、1992年から2015年の

間、 5 歳未満児の低体重や慢性的栄養失調は

改善傾向を示しているが、2015年現在、推計

270万人の子どもに慢性的栄養不良による発

育阻害があり、改善目標を達成できていない   

(UNICEF)。タンザニアの栄養状況は依然とし

て改善が必要であり、そのための地域特性の把

握は必須である。タンザニア国内の子どもの発

育阻害の状況は最高値の地域と最低値の地域

を比較すると約2.9倍の差があり、地域差が著

しい。今回対象としている地域の子どもの発

育阻害の割合は、2010年データで、イリンガ州

52％、ドドマ州56％、リンディ州54％と報告さ

れている。これら 3州の子どもの発育阻害の状

況は、タンザニアの他の地域と比較しても割合

が非常に高く、特にドドマ州の子どもの発育

阻害の割合はタンザニア国内で 1番高い現状で

あった (図 1 )。2018年データによると、リン

ディ州やドドマ州において改善がみられるが、

イリンガ州においては、47％と依然として高い

（Tanzania 2018)。

図1　タンザニアにおける発育阻害 （2010） 

出典: Tanzania （2011, p.10）

タンザニア国内での主食食糧の生産量には大

きな地域特性がある。トウモロコシは全国的

な主食であるウガリの主材料である。Cochrane

ら (2015) が実施した食糧バスケット調査によ

ると、トウモロコシの生産は、南部高地では多

いが、中部、海岸沿い及び南東部での生産量は

少ない。キャッサバは全国的に生産されている

が、海岸沿い及びヴィクトリア湖付近での生産

が特に多い。南部高地におけるエネルギー摂取

は、トウモロコシ由来が約半分を占めていた 

(51%) が、地域により摂取する炭水化物の食

糧品目および種実類が異なる。しかし、たんぱ

く質供給源は豆が中心であり、肉や魚などから

の摂取は全国的に不足傾向である。
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今回の対象地域は、トウモロコシの生産力が

高い中南部高地のイリンガ州イリンガ県I村、

内陸半乾燥地域のドドマ州チャムウィノ県C

村、南東部リンディ州内陸地域のルアングワ県

M村、海岸沿い地域のリンディ県K村である。

C村が位置するドドマ州は年間降水量が500㎜

の半乾燥地域であり、I村が位置するイリンガ

州は雨量1,000mm～2,000mm、標高1,350mm～

2,700mmの高地である。リンディ州の降水量は

その間に位置する (図 2 )。 

図2. タンザニアの降水量と対象地域

出所：阪本 （2020, p.118）

2018年の月ごとの「食糧の充足・不足」で

は、I村において雨季の 2月に32％の世帯が食

糧不足となるが、過半数の世帯は年中「食糧

が充足している」 (Sakamoto et al. 2020a) とい

う。他方、農牧村であるC村では、10月には

85％の世帯が「食糧不足」を経験しており、

雨季に入る前の 8月から、雨季に入ってからの

11～12月まで、過半数の世帯で食糧が不足して

いる (Sakamoto et al. 2020b)。M村では、 2月に

95％の世帯が「食糧不足」を実感し、雨季であ

る 1～ 3 月、11～12月の時期には過半数の世帯

で食糧が不足している (Sakamoto et al. 2021)。

K村においても、 3月に90%の世帯が「食糧不

足」を経験しており、雨季である 1月～ 5 月の

時期には、過半数の世帯が「食糧不足」を経験

している (Sakamoto et al. 2020c)。「食糧充足・

不足」は、主に世帯の食糧生産を根拠に実感し

ていると考えられているが、食糧生産は食品摂

取に影響を及ぼすものの、必ずしも一致してい

ない。本論文では、食品群別摂取頻度について

明らかにし、多様な環境・食糧生産・食文化を

参照・考察する。

方法

食物摂取頻度調査は、ドドマ州及びリンディ

州において実施した食物摂取状況と健康関連 

QOL に関する予備的調査 (大森他2020) に基

づき改良し、2019年乾季1に実施した調査結果

データ (Sakamoto et al. 2020a, 2020b, 2020b) を用

いた。タンザニアの日本の主食・副食 (主菜・

副菜) が揃う食事を構成する主材料を参照し、

タンザニアで摂取されることの多い12品目の食

物摂取頻度について調査した。回答項目及び摂

取頻度内容は、炭水化物、野菜、油、塩、砂

糖においては「 1日 2 回以上」を 4点、「 1 日

1 回」を 3 点、「週 4～ 6 日」を 2 点、「週 3

日以下」を 1点、「食べない」を 0点とした。

肉、魚、乳、豆、種実、果物、野生食物にお

いては、「毎日」を 4点、「週 4～ 6 日」を 3

点、「週 2～ 3 日」を 2 点、「週 1回以下」を

1点、「食べない」を 0点とした。

統計解析は、IBM SPSS Statistics (v27.0.1) を

用いて、地域比較はKruskal-Wallis検定、季節比

較はWilcoxonの符号付き順位検定を行った。

結果

解析対象者は、イリンガ州イリンガ県 I村 

（穀倉地域) 171名、ドドマ州チャムウィノ県

C村 (内陸半乾燥地域) 81名、リンディ州ルア

ングワ県M村 (南東部内陸) 88名、リンディ州

リンディ県K村 (南東部海岸沿い地域) 84名と

1 調査は、乾季に実施しているため、雨季における食品群
の摂取頻度について回顧して回答している内容が必ずし
も正確ではない可能性がある。
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なった。

表 1では乾季、表 2では雨季の食品摂取頻度

について、地域比較をKruskal-Wallis検定に基づ

き行った。統計的有意な差がある場合、*付符

号が示されている。

乾季における地域比較では、野菜、肉、魚、

乳、果物、塩、砂糖について 4地域すべでの間

で有意差が確認できた。豆はM村を中心に、野

生食物はC村を中心に、油はK村を中心に 4地

域全ての間で有意差が確認された。炭水化物は

I村、M村及びK村の間でのみ有意差が確認され

た (表 1 )。

雨季には、肉、魚、乳、塩、砂糖について 4

地域全ての間で有意差が確認された。果物はC

村を中心に、野生食物と油はK村を中心に 4地

域全ての間で有意差が確認された。炭水化物は

I村、C村、M村の間で、野菜はI村及びM村の

間で、豆はI村、M村及びK村の間で有意差が確

認できた (表 2 )。種実については、乾季雨季

ともに有意差は確認できなかった。

各地域の結果に焦点を当てると、I村では乾

季の魚の摂取頻度は中程度であった。雨季の砂

糖の摂取頻度が高く、油の摂取頻度も比較的高

かった。一方で乳の摂取頻度は中程度であり、

豆は低かった。C村では乾季の炭水化物、野菜

の摂取頻度が高く、魚と野生食物は低かった。

雨季は油の摂取頻度が高いが、果物は低かっ

た。M村では乾季と雨季ともに炭水化物、豆の

摂取頻度が高く、乾季の砂糖は低かった。K村

では乾季の魚の摂取頻度が高く、肉、野菜、油

は低かった。雨季の魚、豆、野生食物、砂糖が

高く、塩の摂取頻度も比較的高かったが、肉の

摂取頻度は低かった (表 1 , 2 )。 
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表1　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の地
域比較 （乾季） 

表2　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の地
域比較 （雨季） 
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表 3 では、各地域における季節比較を、

Wilcoxonの符号付き順位検定において行った。

図においては、ひげ図において、四分位範囲を

示した。

I村では乾季の塩の摂取頻度がわずかに高

かった (0.048)。雨季における乳 (0.003)、豆 

(0.013)、種実 (0.026) の摂取頻度は乾季よりも

高かった (表 3 - 1 、図 2 - 1 )。特に摂取頻度の

範囲は広がったが、乳の摂取頻度の差が顕著で

あった。また、種実の摂取頻度は雨季で全体的

に増加している。

表3-1　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の
季節比較 （I村）

図2-1　 有意差が確認できた食品群の箱ひげ図（I村） 
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C村では乾季の肉の摂取頻度がわずかに高

かった (0.005)。雨季における乳 (0.001)、豆 

(0.000)、果物 (0.013)、野生食物 (0.003) の摂

取頻度は乾季に比べて高かった (表 3 - 2 、図

2 - 2 )。特に乳及び豆の摂取頻度の差が顕著で

あった。

表3-2　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の
季節比較 （C村） 

図2-2　 有意差が確認できた食品群の箱ひげ図 （C村） 
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M村では乾季における炭水化物 (0.004)、豆 

(0.000) の摂取委頻度が高く、わずかであるが

肉の摂取頻度も高かった (0.005)。雨季におけ

る野菜 (0.000)、果物 (0.000) の摂取頻度が高

く、わずかに野生食物の摂取頻度も高かった 

(0.023、表 3 - 3 、図 2 - 3 )。特に野菜、豆、果

物の摂取頻度の差が顕著であった。

表3-3　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の
季節比較 （M村）

図2-3　有意差が確認できた食品群の箱ひげ図 （M村） 



173

K村では乾季と比較して雨季における野菜 

(0.000)、豆 (0.002)、果物 (0.000)、野生食

物 (0.000) の摂取頻度が有意に高かった (表

3 - 4 、図 2 - 4 )。特に野菜、果物、野生食物

の摂取頻度の差が顕著であった。

表3-4　 タンザニア4地域における食品摂取頻度の
季節比較 （K村） 

図2-4　有意差が確認できた食品群の箱ひげ図 （K村） 
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結論

トウモロコシの生産量が多い穀倉地域として

知られている中南部高地に位置するイリンガ州

I村では、他地域と比較して、砂糖の摂取が高

く、たんぱく質供給源の豆が低かった。また乾

季・雨季の季節比較では、雨季における乳、

豆、種実の摂取頻度が高く、雨季の方が多種

多様な食品を摂取できていることが示唆され

た。I村では、雨季・乾季問わず食糧生産が充

分にあると認識している世帯がほとんどであり

（Sakamoto et al. 2020a)、季節を問わずに炭水

化物の摂取頻度が高いだけでなく、穀類生産に

よる購買力の高さから砂糖や豆以外のおかずを

摂取していると推察できた。さらに、他の地域

と異なり雨季に食糧不足とならない世帯が多い

だけでなく、搾乳量が雨季に増加することもあ

り牛乳、その他、種実の摂取頻度も高まること

が認められた。

半乾燥地ドドマ州で、しばしば食糧不足に見

舞われるC村において、他地域と比較して、炭

水化物と野菜（特に乾季）の摂取頻度が高かっ

た。Gudrun (2011, 2016) らは、ドドマ州を含む

タンザニアの半乾燥地における消費を「内陸伝

統消費パターン」と同定しており、葉物野菜の

摂取が多く、鉄分も十分に摂取できる一方で、

油脂類の摂取が少ないと評価している。C村に

おいても、この「内陸伝統消費パターン」の特

徴と一致することを確認した。乾燥技術が発達

しており、野草を乾燥させた食品を調理して喫

食することが、野菜の摂取頻度に影響を与えた

と考えられる。

さらに季節を比較すると、乾季の肉の摂取頻

度が高く、雨季の乳、豆、果物、野生食物の摂

取頻度が高かった。同州隣村を対象とした先行

研究において、裕福家庭では雨季の牛乳摂取頻

度が増加するのに対し、貧困家庭では牛乳の摂

取頻度が減少するだけではなく、食事回数自体

が減少するといった差があることが報告されて

おり (Kuroda, 2016) 、季節は食品摂取に影響を

与える大きな要因の 1つである。またC村の近

隣村における予備的調査においても、雨季には

穀類、肉類、魚介類、バオバブの摂取頻度の低

下がみられたものの、その他の野生食物の摂取

頻度が高くなっていた (大森 2020)。本調査結

果でも、雨季に入る前から「食糧不足」を実感

しており、雨季における肉類摂取の低下にも表

れていた。一方で、雨量が少ない環境を活かし

た野菜の摂取や、雨季における牛乳や果物・野

生食物の摂取もみられた。半乾燥地に暮らす農

牧民ならではの各季節で喫食可能な食品で、栄

養素を摂取していることが示唆された。

M村においては季節に応じた多品目の食品を

摂取し、砂糖の摂取は低かった。また、炭水化

物と豆の摂取が多いのが特徴的であった。季節

を比較すると、乾季の炭水化物と豆の摂取頻度

が高く、雨季の野菜と果物の摂取頻度が高かっ

た一方で、糖質摂取が少なかった。M村は、リ

ンディ州において食糧不足を経験しながらも、

野生食物などを活用しながら飢餓・餓死状況を

回避する工夫がみられるとの情報が得られたた

め、調査対象とした。本調査においても、農産

物でみる「食糧不足」を経験している世帯は雨

季に多数になるものの、活用していた野生食物

は多様であった (Sakamoto et al. 2021)。本分析

結果からも、季節に応じた多種多品目の食品摂

取が確認できたとともに、雨季や食糧不足の際

には、芋類も採取しており(ibid: 26)、本分析

で少ない結果となった糖質摂取も補っている可

能性も見出された。

K村においては魚の摂取頻度が高く、雨季で

も野生食物の摂取頻度の多いことが特徴的で

あった。季節を比較すると雨季の野菜、豆、果

物、野生食物の摂取頻度が高かった。雨季の方

が多種多様な食品を摂取できていることが示唆

された。Gudrunら (2011, 2016) は、タンザニア

海岸タンガ州を事例に、果物、ナッツ、でんぷ
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ん質の植物、魚の摂取に特徴がある「海岸沿い

の伝統パターン」と同定している。K村は、海

岸沿いに位置することもあり、このパターンに

分類される摂取であることが確認できた。

4地域共通して肉類の摂取頻度が低いこと

は、Cochraneら (2015) をはじめ多くの先行研

究がこれまで指摘してきたことを再確認した。

I村、C村、M村は魚類と乳の摂取も低いため、

動物性たんぱく質、脂質、これらに多く含まれ

る微量栄養素不足が懸念される一方、K村にい

ては、魚類によるタンパク質摂取が確認され

た。

最後に、季節に応じた野生食物を活用してい

たM村を除くとI村、C村、K村は雨季には種多

様な食物を摂取していたものの、乾季には必ず

しもバランスの良い食品摂取がみられなかっ

た。一般的に、乾季に穀物の収穫があり、雨季

において「食糧不足」となることが認識されて

おり、本調査においても雨季の「食糧不足」は

C村、M村、K村で確認していた (Sakamoto et al 

2020a, b, c, 2021)。しかし、異なる食品群の摂

取頻度に焦点を当てた本分析から、予想とは異

なり、雨季においてむしろ多種多様な食物を摂

取していたことが明らかとなった。本論文で

は、穀物生産とは異なる次元で、季節に応じて

各世帯が創意工夫を凝らし食の多様性を維持し

ている事が確認できた。他方、食糧生産が満ち

ている時期において、そういった工夫や多種多

様性が低下している可能性についても、今後注

視していく必要性も示唆した。
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